
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

11 月８日・29 日に担い手研修を行い、14名の

方にご参加いただきました。また、市内の福祉事業

所にも集まっていただき、 

今後の活躍の場に向けての話 

し合いも行いました。受講し 

たみなさんが今後、地域で福 

祉の担い手になっていただけ 

ることを期待しています！ 

お家に眠っている「毛糸」はありませんか？ 

         編み物の得意なボランティアさんが市内でたくさん活動さ 

れています。これからの寒くなる時期にかけて、ひざかけや 

帽子、靴下などを編まれるそうです。できた作品は福祉施設 

や地域の方に使っていただく予定です。そこで、みなさんの 

お家に眠っている毛糸を募集しています！少しでも大丈夫で 

すので、ご自宅にある方は社協までお持ちください(^^) 

 

脳トレに！     

答えは裏面 

高齢者元気活躍推進事業 

おもいやりポイント制度登録説明会 
 南あわじ市では、「おもいやりポイント制度」へ

の参加者を募集しています。 

日時：1２月１６日（水）９時 30 分～12 時  

場所：美菜恋来屋 １階 フードコート 

内容：制度についての説明、活動紹介 他 

○問南あわじ市総務企画部 

市民協働課生涯活躍推進室 電話 43-5244 

60歳以上の方へ 

裁縫が得意な 
縫野得枝 さん 

実は元看護士 

怪我尾治子 さん 

まちの電気屋さん 
機器改造さん 

 

なぞなぞ     

チラシとアンケート用紙は 12月中旬の新聞折込または 

「南あわじ市社協」のホームページからダウンロードが可能です。ぜひご覧ください！ 

mailto:nfo@minamiawaji-shakyo.or.jp


「あの人挨拶しても返ってこないよ。」と近所の人は口をそろえて

言います。すれ違うたびに挨拶をしますが、ずっと返事は返ってきま

せん。挨拶をすると向こうを向いてしまいます。地域に住んで 19年。

毎日反応がなかったのに、去年すれ違いざまの挨拶に、小さい声で

「こんにちは」と返ってきた。次はにっこり「こんにちは」。その次

は向こうから「こんにちは」。近所で「挨拶してくれない」と有名な

人が、「私に挨拶してくれる人」に変わった瞬間！ 

こんなにうれしいことはありません。 
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～認め合うことの大切さ～

言葉を調べると「互いに違いを見て認識する。
互いを評価する」ということらしいです。地域
で生活する上では一方的な受け入れではなく、
人と人との認め合いが必要となってきます。 

「認め合う」ってどういう感じ？ 

 

商業施設に、車に、手持ちのカバンに…。地域のあちらこちらで福祉に関するシンボルマークが表示されて

いるのをみかけます。さて、それぞれのマークは何を意味しているのでしょうか？ 

  

認め合い 

其の弐 

車につけるもの 

当事者がつけるもの 

施設が表示するもの 

車椅子に限らずすべての障がい者を対象
にしたものです。「障がい者への配慮をお
願いします」ということを意味します。 

視覚障がい者の安全やバリアフリーに考
慮した建物、設備、機器などに取り付けら
れています。 

身体障がい者補助犬を同伴するのを受け
入れる施設等にあります。 

人工肛門・人工膀胱を造設した方（オスト
メイト）対応のトイレ等の設備があるこ
とを示すマークです。 

肢体不自由の方の
運転する車に表示
されるマークです。 

聴覚障がい者の方の
運転する車に表示さ
れるマークです。 

聞こえが不自由なことを表しています。 

身体内部に障がいのある人を表しています 

義足、人工関節を使用している方、内部障がいや
難病の方、妊娠初期の方など周囲の人に配慮を必
要としていることを知らせるマークです。 

妊婦初期の方が周囲に妊婦であることをわかり
やすく知るマークです。 

地域のほっこりのひとつです。
お互いに顔見知りになり、声かけ
あったり、解りあったりしながら
信頼ができて、認め合うことがで
きるのだと思います。つながりは
1 日にして成ることはありません
が、地道に地道につなぎ合うこと
でどうか地域がほっこりとなりま
すように！ 

クイズの答え：カレンダー   

今年は新型コロナウイルスによって日常もボランティア活動もガラリと変わってしまいました。 
来年は、感染が落ちつき穏やかな年になりますように…みなさん良いお年をお迎えくださいね。 


